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氷と炎


ルビー、影、そしてロマンスの物語


作: クリストファー・バン


ルネ王国にいまだ訪れたことのないすべての人たちのために。
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昔むかし、ルネと呼ばれる王国に一人の幼な子が生まれました。長い間こどもに恵まれなかった王様と女王様が待ち焦がれていたひとり子の誕生です。その名はマチルダ、ルネ王国のプリンセス・マチルダ。では、ルネ王国がどこにあるのか教えましょう。残念ながら、普通の学校では地理でも歴史でも、ルネ王国のことはあまり教えていないようなのです。学生時代に地理に詳しく勉強した人でも、ルネ王国の場所はと訊かれて、すぐに答えられる人はそう多くいないのではないでしょうか。まずは地図を広げてみましょう。地図の一番左側が世界の最西端ということになります。ルネ王国は、世界のその最西端からさらに数日間旅をしないと行けない所にあるのです。ルネ王国の経済は、王国の地下に埋蔵されているルビーを発掘し、よその国に売ることで成り立っています。王国は、エメラルドやアメジストなど、ルビー以外の宝石類も産出しますが、真に尊ばれるのはルビーだけで、その神秘的な真紅の輝きはこの世のものとは思えないほどの美しさを放っています。他の宝石類は、大人には文鎮の代用品、子どもには積み木やおはじきなどの玩具としての価値しかありません。

マチルダもプリンセスとしておもちゃは数多く与えられていますが、宝石類には目もくれません。マチルダにとってはむしろ、室内に差し込む陽光が窓を通過する際にプリズムのように七色に分かれて作る虹のほうがずっと魅力的でした。王女様が大事にしているレースのカーテンにオートミールで模様を描いたり、王様の猟犬たちの耳をかじったりするほうがずっと楽しかったのです。もちろん、家具だってかじりますが、我慢強い王様の猟犬の耳のほうが、より柔らかで、コリコリしていて好きでした。こんなマチルダでしたが、王国内のゆったりとした時の流れの中での日々の積み重ねで、知恵もつき、背丈も増して、今や立派な小公女に成長したのです。

マチルダには、遊び仲間として王様の猟犬たちがいましたが、一番の親友はなんといってもピーターでした。王様の鉱山で働く坑夫たちを取り仕切る坑夫長ジム・スノウの一人息子のピーターです。

女王様は、マチルダが遊ぶ姿を宮殿の窓から眺めては、「どうせ一緒に遊ぶなら、毎日耳を掃除してもらってる、プリンセスにもっと相応しい子どもたちがいるだろうに」というお決まりの口癖を言うのでした。

「おいおい。お前もなかなか口うるさいね」と、王様。

「ジム・スノウを、いっそ伯爵にでもしてしまいましょうか?」

「お前の機嫌が、それで良くなるなら」と、王様。

そこで女王様はジム・スノウに伯爵の位を授け、宮殿での食事に来るときに着られるようにと、紫色の絹製の肩掛けを贈りました。お昼に蒸したジャガイモを食べようと、重い足取りで帰宅したジム・スノウでしたが、絹製の肩掛けを引き出しの中に靴下と一緒にしまってしまうと、王女様から言いつかったばかりの昇級のことを妻に話すのを忘れてしまいました。何週間かして、妻はその肩掛けを靴下の中に見つけたのですが、食器を磨くのにそれを使ってしまったのではと思わず心配してしまいます。

マチルダは、プリンセスらしいことにはまったく興味がありません。ピーターとふたりでお城の堀にいるカエルを捕まえるほうが、マチルダにとってはよっぽど楽しかったのです。関係者一同にとって、このカエル捕りはホンキの遊びです。カエルに相応しい緑色をしたカエルたちにとっては死活問題。捕まりたいと思っているカエルなど誰一匹ありません。お城の猟犬たちは堀の辺りから前脚を水に入れ、カエルを捕まえるフリをしています。時折、水に落ちてしまうのも、中にはそのヨダレだらけの口でカエルを飲み込もうと試みるのもいますが、たいていは、堀の水を飲むだけでカエルはうまく逃れてしまいます。猟犬たちにとっては、カエルはさぞかし美味しそうに見えるのでしょう。一方、カエルたちの見解はあまりにもおぞましくて、とうてい活字にすることなどできません。
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